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 今 号 で は 、 ９ 月 に 実 施 し た 「 山 田 町 復 興 計 画 に 関 す る ア ン ケ ー ト 調 査 」 の 結 果 を 報

告 し ま す 。  

今 回 の 調 査 の 実 施 に 当 た り ま し て 、 多 く の 町 民 の 皆 様 に ご 協 力 い た だ き ま し た 。 あ

り が と う ご ざ い ま し た 。  

こ の 結 果 は 、今 後 策 定 す る 予 定 の「 復 興 ま ち づ く り 計 画 」（ 町 の 将 来 あ る べ き 姿 を 具

体 的 に 明 示 し 、ま ち づ く り の 課 題 と 、こ れ に 対 応 し た 整 備 の 方 針 を 明 ら か に す る も の ）

な ど 、 復 興 に 向 け た 各 種 計 画 づ く り に 反 映 さ せ て い た だ き ま す 。  

 

 

 

■ 実 施 概 要  

 ・ 実 施 期 間   平 成 ２ ６ 年 ９ 月 １ ５ 日 ～ ９ 月 ３ ０ 日  

 ・ 対   象   山 田 町 内 全 世 帯 、 町 外 避 難 者 合 わ せ て ７ ， ０ ６ ７ 世 帯  

 ・ 回 収 状 況   １ ， ３ ４ ４ 通 （ 回 収 率 １ ９ ． ０ ％ ）  

■ 調 査 結 果  

① 被 災 前 の 住 ま い と 今 後 の 住 ま い  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第 31 号 
平成２６年１２月１日 

発行・編集：山田町復興推進課 

第３１号発行にあたって 

「山田町復興計画に関するアンケート調査」の結果について 

・被災前の居住地区では、山田地区が最も多く（38.5％）、次いで、船越・田の浜地区（19.3％）、

織笠地区（13.8％）という順になっています。 

・今後のお住まいを予定している地区については、概ね被災前と同じ地区が選択されてい
ますが、それぞれ隣接する地区へ移ることを予定している回答者も存在しています。 

【被災前の居住地】 【今後の居住地】 
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n=1,344
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② 今 の 生 活 と １ 年 前 の 生 活 の 比 較  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 震 災 復 興 の 進 捗  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・１年前と比較した変化としては、どちらとも言えないとの回答が回答者の 49.4％を占め

ています。 
・被災前の居住地区別に見ると、織笠地区では良い方向への変化を感じる割合が比較的高

く、逆に、船越・田の浜地区や大浦・小谷鳥地区では悪い方向への変化を感じる割合が

高くなっています。 

・震災前と比べた生活の変化で、「良くなっている」又は「やや良くなっている」が比較的

多く回答されたのは、「買い物や飲食店の面」（14.6％）、「身近な近所づきあいの面」

12.2％）となっています。 

・但し、「買い物や飲食店の面」に関しては、「悪くなっている」又は「やや悪くなってい

る」とする回答者が 47.0％を占めるなど、評価が大きく２極化した結果となっています。

・山田町の震災復興に関しては、「遅れていると感じる」が 47.5％を占め、「やや遅れてい

ると感じる」まで含めると 67.4％に達しています。 

・他の市町村で復興が進んでいると感じるのは、「高台の造成や住宅再建が進んでいるとこ

ろ」が最も多く、42.3％の回答者が選択しています。次いで、「鉄道やバスなどの交通機
関が復旧しているところ」も 31.3％の回答者が選択しています。 

【山田町の震災復興の進捗】 【他の自治体の復興が進んでいると感じること】 

【地区別の変化】 【生活の変化】 
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④ 震 災 復 興 の 取 り 組 み の 重 要 度 と 進 捗 度  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 今 後 の ま ち づ く り  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 主 な 自 由 意 見  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・山田町の復興まちづくりの重点としては、「快適な住宅地の形成」が最も多く 34.1％を
占めています。 

・各分野の対策については、避難対策（78.8％）や津波対策（72.5％）などの防災関連対
策に関して全般的に重要と回答する割合が高くなっています。 

【重点を置くべきまちづくり】 【今後重要な対策（上位 10 項目）】

・全体の傾向として、各種取組

に対して重要ではあるが遅

れている、という認識が多く

を占めています。 

・重要であるが進んでいないと

評価された取組としては、

「避難道路の整備」「防災拠

点・避難場所の整備」「市街

地・集落地間を連絡する道路

の整備」「安心して暮らせる

住宅の供給」などがあり、重
要であるが遅れていないと

評価された取組としては、

「三陸縦貫自動車道の整備

促進」「漁港・漁場（養殖場）

の復旧」「市場･水産加工施設
の復旧」などがあります。 
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※重要度：「重要である」「やや重要である」と回答した人の割合 

進捗度：「進んでいる」「やや進んでいる」と回答した人の割合

・山田町の中心（駅前）に主要施設を集積させてコンパクトなまちを形成し、老人や車の
ない人たちがその地区に容易に行けるように交通の便を良くして欲しい。 

・町の中に広い緑の公園があっても良いと思います。 
・企業誘致を積極的に進めて、安心して働けるまちづくりを望みます。 
・地域コミュニティ構築のため、一人暮らしの高齢者や子育て中の方などが日常的に交流

できる集会施設を各住宅団地に造って欲しい。 
・小中高校生からもアイデア等を求める機会を設けて欲しい。この小中高校生が自分たち

の郷土の未来について、どんなイメージを持っているのか、どんな郷土であって欲しい
かを復興計画に活かして欲しい。 

・山田町は漁業の町なので、牡蠣やホタテなどのブランド化が必要だと思う。 
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路線バスの運行本数増加
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 こ の 制 度 は 、 被 災 し た 住 宅 の 被 災 時 の 所 有 者 が 、 引 き 上 げ 後 の 消 費 税 率 が 適 用 さ れ

る 期 間 に 、 新 た に 住 宅 を 建 築 ・ 購 入 、 又 は 補 修 し そ の 住 宅 に 居 住 し て い る 場 合 に 、 給

付 を 受 け る こ と が で き る 制 度 で す 。  

 ■ 対 象 者 ： 下 記 の 全 て に 該 当 す る 方  

① 被 災 住 宅 （ 全 壊 ～ 一 部 損 壊 ） を 所 有 し て い る こ と  

  ② 再 取 得 住 宅 を 所 有 し て い る こ と 、 又 は 、 被 災 住 宅 の 補 修 工 事 を 発 注 し た こ と  

  ③ 再 取 得 住 宅 又 は 、 補 修 し た 住 宅 に 居 住 し て い る こ と  

                ※ 詳 し い 申 請 条 件 は 、 制 度 資 料 を ご 覧 く だ さ い 。  

■ 注 意  

○ 国 土 交 通 省 所 管 の 「 す ま い 給 付 金 」 と は 併 用 で き ま せ ん 。  

○ 再 建 し た 住 宅 に す ぐ に 居 住 で き な い 方 や 、 や む を 得 な い 理 由 で 居 住 で き な い  

方 は 、 そ の 理 由 に よ り 申 請 対 象 と な る 場 合 が あ り ま す 。  

例 ： 転 勤 等 仕 事 の 都 合 、 介 護 ・ 病 気 治 療 等  

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上 記 の 「 住 ま い の 復 興 給 付 金 」 の 対 象 と な ら な い 方 で あ っ て も 、 国 土 交 通 省 所 管 の

「 す ま い 給 付 金 」 の 対 象 と な る 可 能 性 が あ り ま す 。  

 た と え ば 、 被 災 は し た が 、 住 宅 を 所 有 し て い な か っ た （ 賃 貸 等 ） 方 が 新 た な 住 宅 を

建 設・ 購 入 し た 場 合 、収 入 や 年 齢 な ど 一 定 の 条 件 を 満 た せ ば 、「 す ま い 給 付 金 」の 申 請

が で き ま す 。  

詳 し く は ホ ー ム ペ ー ジ を ご 覧 に な る か 、 窓 口 に お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。  

 ■ 注 意  

  ○ 復 興 庁 所 管 の 「 住 ま い の 復 興 給 付 金 」 と は 併 用 で き ま せ ん 。  

 

 

 

 

 

消費税率引き上げに伴う住宅再建に係る給付金制度について 

・制度資料は下記ホームページでダウンロードできるほか、役場町民ホールでも配 

布しています。制度内容をよくお読みになって、申請してください。 

【住まいの復興給付金ホームページ】 

   ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｆｕｋｋｏ－ｋｙｕｆｕ．ｊｐ／ 

・申請について不明な点は、下記までお問い合わせください。 

【お問合せ先】 

  住まいの復興給付金事務局コールセンターＴＥＬ：０５７０－２００－２４６ 

  ※受付時間は午前９時から午後５時（土日祝を含む）、電話は有料です。 

【ホームページ】 

 ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｓｕｍａｉ－ｋｙｕｆｕ．ｊｐ／ 

【お問合せ先】 

 すまい給付金お問合せ窓口 ＴＥＬ：０５７０－０６４－１８６ 

  ※受付時間は午前９時から午後５時（土日祝を含む）、電話は有料です。 


